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「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ 

     

ッ
プ
ら
ら
」
さ
ん
を
訪
問
し
、
千 

     

葉
さ
ん
、
小
林
さ
ん
、
西
田
さ
ん
、 

 
 

金
井
さ
ん
か
ら
お
話
し
を
伺
い 

     

ま
し
た
。 

 

平
成
10
年
に
、
ぐ
る
ー
ぷ
「
こ
の 

指
と
ま
れ
」
の
障
害
の
あ
る
子
供

た
ち
の
支
援
の
為
に
資
金
を
作
る
と

い
う
こ
と
で
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

「
ら
ら
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

店
名
は
、
子
供
た
ち
が
集
ま
っ 

た
時
に
、「
ら
ら
ら
ら
皆
さ
ん
こ
ん
に 

ち
は
～
ら
ら
ら
ら
皆
さ
ん
よ
ろ
し 

く
ね
～
♪
」
と
歌
っ
て
始
め
て
い 

た
の
で
、
そ
こ
か
ら
「
ら
ら
」
に 

な
り
ま
し
た
。 

店
の
特
徴
は
、
売
っ
て
い
る 

品
物
全
部
が
皆
さ
ん
か
ら
の
寄 

付
で
あ
る
こ
と
と
、
ボ
ラ
ン
テ 

ィ
ア
と
障
害
児
の
お
母
さ
ん
達
で 

運
営
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
人
数 

は
合
わ
せ
て
32
人
い
て
曜
日
と
時 

間
帯
（
午
前
・
午
後
）
に
分
け
て
働 

い
て
い
る
の
で
、
い
つ
も
同
じ
人
が

い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。 

 

店
の
開
設
当
初
は
、
チ
ラ
シ
に
お

店
の
趣
旨
や
、
頂
き
た
い
品
物
と
を

書
い
て
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

最
初
は
品
物
が
集
ま
ら
ず
苦
労
し
ま

し
た
。
少
な
い
品
物
を
丁
寧
に
扱
い

ア
イ
ロ
ン
掛
け
も
し
ま
し
た
ね
。 

手
芸
の
上
手
な
方
が
ス
タ
ッ
フ
に 

た
く
さ
ん
い
て
、
手
作
り
の
物
を
作

っ
て
売
り
ま
し
た
。
今
は
皆
さ
ん
が

品
物
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

衣
類
、
食
器
、
雑
貨
、
靴
、
バ
ッ
グ
、

手
作
り
の
品
等
、
色
々
あ
り
ま
す
。
よ

く
売
れ
る
の
は
、
女
性
の
洋
服
、
バ
ッ

グ
、
タ
オ
ル
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
靴
で

す
ね
。
洋
服
は
流
行
物
か
ら
売
れ
ま

す
。
今
は
引
き
出
物
が
集
ま
り
ま
せ

ん
。
カ
タ
ロ
グ
で
選
ぶ
の
で
要
ら
な

い
も
の
が
家
の
中
に
な
く
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
高
く
売
れ
る
物
だ
っ
た

の
で
す
が
…
。 

 

最
近
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
店
が
増
え

た
り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ネ
ッ

ト
販
売
に
出
さ
れ
る
の
で
、
良
い
物

が
集
ま
り
に
く
く
な
り
ま
し
た
。
又
、

今
は
新
し
い
物
が
安
く
購
入
で
き
ま

す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
世
の
中
の
流
れ
と
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
売
り
上
げ
は
連
動

し
て
い
ま
す
ね
。 

 

お
客
様
は
、
色
々
な
お
し
ゃ
べ
り

を
一
時
間
位
し
て
か
ら
品
物
を
買
っ

て
帰
ら
れ
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
応
対

が
や
さ
し
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
地

域
交
流
に
貢
献
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。 

 
年
に
２
回
、
商
品
の
入
れ
替
え
を

し
ま
す
。
季
節
は
ず
れ
に
半
額
セ
ー

ル
の
チ
ラ
シ
を
千
枚
位
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
す
る
と
皆
さ
ん
買
い
に
来
て
く
れ

ま
す
。 

 

こ
こ
に
来
て
仕
事
を
し
、
お
客
様

や
仲
間
と
話
し
を
す
る
こ
と
が
楽
し

い
で
す
。
そ
し
て
売
り
上
げ
に
目
的

が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
子
供
た
ち

が
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
が
生
き
が
い

で
す
。
私
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
や
っ

て
い
る
の
で
、
一
番
大
事
な
活
動
と

思
っ
て
家
族
も
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
地
域
で
支
え
る

「
福
祉
」
と
住
み
や
す
い
街
づ
く
り

の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
は
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
又
、
私
た
ち
の
活
動
は

提
供
品
の
衣
類
等
を
販
売
し
利
用
す

る
こ
と
で
資
源
再
生
の
実
践
と
な
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
よ
り
良

い
物
の
提
供
と
多
く
の
方
に
「
ら
ら
」

を
知
っ
て
も
ら
い
、
買
い
に
来
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

こ
の
お
店
を
知
っ
て
ほ
し
い
の
想

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
布
製
品

の
再
利
用
は
「
縁
を
つ
な
ぐ
」
こ
と
に

つ
な
が
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

 

皆
さ
ん
、
身
の
回
り
を
整
理
し
て

「
出
会
い
運
」
ア
ッ
プ
！！
し
ま
せ
ん 

か
。
皆
様
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お 

願
い
致
し
ま
す
。（
目
黒
） 
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NO.１５ 

 最近、市役所・学校・

市報などで見かける、 

ロゴマーク「東京 ゆっ

たり日和 東やまと」に

ついて、企画財政部 企

画課の里見さんにお話

しを伺いました。 

 

なぜ、ロゴマークを作ることになったの？ 

 人口減少の抑制を図る計画(総合戦略)を平

成 27 年度に作りました。その時に人口を推

計すると、平成 32 年をピークに緩やかに減

るという結果が出ていたのに、実は平成 27年

から若干人口が減りはじめ危機感を覚えまし

た。また、東大和市は認知度が無く「東大和

市って、東京にあるんですか？」「神奈川県の

大和市ですか？」と言われ、市のことが知ら

れていない中で「今度、東大和市に住もう。」

と選択してもらえないのではないか。この２

つ(人口減少と認知度)の危機感から、市外に

も目を向けて、いろんな方に東大和市を知っ

てもらったり、転入してもらったりという取

組みの検討を始めました。 

 そこで、統一的な市のイメージを伝えるも

のとしてブランドメッセージを作り活用し、

いろんな所で発信していこうということにな

りました。 

 

ブランドメッセージができるまで。 

 市役所内でブランドメッセージを募集し、

(総合戦略の)外部有識者会議の委員も含めて

て 230 位の案が集まりました。その中から、

若手の職員に集まってもらい、30代に届くよ

うに、メッセージを７つに絞りました。また、

公民館や健診（健康診査）に来ていた人にも

アンケートに協力してもらいました。（このア

ンケートの結果を参考に）最終的に市長が決

めたのが、 

「東京 ゆったり日和 東やまと」です。 

東京の都市でありながら、ゆったりと落ち着

いていて、子育てしやすく住みやすい、東大

和の魅力・特長を表現しています。 

 

ロゴマークが決まるまで！ 

(ロゴマークにふさわしい)デザインを業者

に委託し複数案出された中から、3 案に絞り

市民投票をしました。 

投票の場所は、公共の施設や小・中学校、

児童館ではシールで投票できるボードを設置

しました。同じ物を使い、駅や大型店舗の前

で街頭での投票も行いました。ある高齢者福

祉施設ではゲーム感覚で投票してもらい、全

部で 4107 票集まりました。ホームページか

らも 516票が投票されました。 

 (ロゴマーク)デザインに入れるものは、ブ

ランドメッセージを使うことが条件でしたが、

東大和市をイメージする物として多摩湖を取

り入れてくれました。投票の様子を見ていて

も、多摩湖のデザインのあるものが選ばれて

いました。お子さんから年配の方まで、多摩

湖に愛着があることがうかがえました。 

 

 ロゴマークは、去年の産業まつりでお披露

目になりました。その後、市の刊行物には使

われています。また市のホームページからも

ダウンロードすることが出来ます。 

 

 

 

 

 

ロゴマークのイラストは都庁なのか？ずっと

気になっていましたが、特定の建物ではあり

ませんでした。東大和をたくさんの方に知っ

てもらえるきっかけになることを願っていま

す。              （小林） 
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 ７月７日(土)に南街市民センターを会場に

「子どもたちとの公民館＆児童館」を南街公民

館となんがい児童館で共催しました。このイベ

ントは、公民館を利用する大人と、児童館に遊

びにくる子どもたちとの交流を目的として、平

成１７年に始まり、今年で１４回目となりまし

た。 

 １階の児童館エリアでは、児童館職員が考え

準備したオリジナルのゲームやミニ縁日など

を行います。公民館利用者がボランティアでヨ

ーヨー釣りや、麦茶、お菓子の配布などをお手

伝いしました。 

 ２階の公民館の部屋では、利用グループの「多

摩友の会」が「SHI
し

･TA
た

･KU
く

の達人」という企画

でカードを使ったゲームと、レースハンカチにス

テンシルで模様をつける工作を実施していただ

き、夏のひと時を楽しく過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  新春コンサート出演者募集 

 新春コンサートは、公民館で活動しているグルー

プや地域で音楽を楽しんでいる方の成果発表及び

地域との交流の場として毎年１月に開催していま

す。 

 今年度は、来年1月20日(日)に開催します。 

発表の機会があると、活動にやる気や活気が生まれ

ることもありますね。地域で同じように音楽の活動

をしている仲間にも出会えるかもしれません。 

ぜひ、ご応募ください。 

募集内容 合唱、楽器演奏等の音楽活動をしている

団体又は個人 

募 集 数 概ね１２（応募多数の場合抽選） 

※住宅密集地にある施設のイベントの為、使用す

る楽器等を制限させていただく場合がありま

す。 

募集期間 9月5日(水)〜29日(土) 

※祝日を除く(火)～(土) 8:30～17:15 

打合せ会 10/16(火) 14:00～16:00 

※参加決定後、本番までに２回打合せ会があります。 

申込方法 期間内に南街公民館へ申込用紙を提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 
 記録ずくめの猛暑の夏もいよいよ終盤。今年
の夏は豪雨災害や甲子園記念大会など、記憶に
新しい出来事も多くあった中、「繋ぐ」という言
葉をよく耳にしました。次の打者へ繋ぐ、故郷
への思いを繋ぐ、野球帽のつばに書かれた「繋
ぐ」の文字はどれだけ選手を鼓舞したことでし
ょう。また災害復興の瓦礫撤去や、行方不明の
幼児発見など、ボランティアの方々の活躍も目
立ちました。いくら世の中が便利になっても、
ＳＮＳが普及しても、最後は「人の手」なんだ
と痛感しました。今年は色々な場面でこの目に
見えない「繋がり」を感じた人はきっと多かっ
たと思います。          （及川） 
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南街公民館主催保育付講座 

 思い出をかわいく残す♡スクラップブッキング講座 申込み:～9/15(土) 

スクラップブッキングは、お子さんや、家族などとの大切な写真を、クラフト素材など

でデコレーションしたり、組み立てなどのスキルで可愛く残すものです。 

日 に ち 内  容 

10/3 ペーパーフレーム 

10/10･17･24 アルバム１冊仕上げようその１～３ 

10/31･11/7 ボックスアルバム１、２ 

11/14･11/21 １２インチ作品１、２ まとめ 

講 師 橘田
き っ た

 サオリ 氏(スクラップブッキング講師／アルバム大使マスター講師) 

材 料 代 2,500円（８回分総額） 

定 員 20人(保育室利用者12人。定員を超えた場合は保育室未経験者を優先し抽選) 

持 ち 物 お気に入りの写真（縦版/横版各１枚） 

保育対象 平成29年12月26日生まれ～就学前の乳幼児 ※０歳児は３人まで 

※慣らし保育・保育オリエンテーション 9/26（水）10:00～11:30 

 保育懇談会 11/28（水）10:00～12:00        

10/3～11/21 

毎週水曜日 

10:00～12:00 

全 ８ 回 

南街公民館市民企画講座 街づくり懇談会   申込み：10/2(火)～18(木) 
 この講座は、市民企画運営委員方式で実施されます。市民が自ら企画し、内容を検討した 

講座を下記のとおり実施します。 

実施日 テーマ タイトル 内  容 講  師 

10/25 
過去を 

知る 

大和町立大和中学校同

級生による南街の昔今 

南街地域の過去～現在をＱ＆Ａで

学ぶ。 
大和中学校の卒業生 

11/15 
現状 

 認識 

お互いに助け合う地域

を作る 
認知症サポーター養成講座 

高齢者ほっと支援 

センターなんがい 職員 

11/29 
現状 

 認識 

近隣他市の最新ごみ処

理施設の見学 

武蔵野市のごみ処理施設の見学

(サントリー見学含む) 
ごみ対策課 職員 

12/13 
今後の 

把握 

今後建設予定の3ごみ

処理施設の内容把握 

3市ごみ処理施設計画(中間処理

工場、粗大ごみ､燃焼工場の概要) 

小平･村山･大和 

衛生組合 職員 

1/10 
現状の 

課題 

未来につなげる暮らし

の知識 

相続と終活(相続(民法改正など)

と尊厳死宣言を含む終活につい

て) 

燦ﾘｰｶﾞﾙ司法書士行

政書士事務所 

代表 鈴木 敏起 氏 

1/24 未来へ 給食って楽しい♪ 給食センターの見学(※) 給食課職員 
  

 全６回、すべて木曜日、基本は午後２時～午後４時に実施 

 11/29バス見学会の為、午前９時～午後５時 

 11/24東大和市学校給食センターの実地見学の為、午前10時～午後０時30分（給食の試食あり） 
 

募集人数 ２５名（定員を上回った場合、抽選）なお、４回以上の参加が条件となります。 

参 加 費 ３７３円(11/15（木）資料代及び1/24（木）給食試食代) 

南街公民館 電話：(042-564-2771) 


